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―-20年間の結果
―
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1 は じ め に

牧草地は ,長期にわたって安定的に多収を維持すること

が望まれるが ,多収と維持年限の長期化を両立させること

はかなりむずかしい問題とされている。そこで本試験では

これまでの知見を総合 して ,高位生産を長期間 ,安定的に

維持することを実証し,その際の栽培管理上の問題点を明

ら力ヽ こしようとした。なお,技術目標は年間乾物収量 1,450

ん,/10α.維持年限 10年以上とした。

2試 験 方 法

造成管理の基本的作業としでЭ土壌改良,C収穫量に見

合う施肥とその適正季節配分,①適期刈りと季節による刈

取高さの調節,④牧草の生育が停止する時期に最終刈り,

C晩秋 (最終刈後)に熔燐や石灰の追肥等を行うこととし

た。

播種は昭和40年 8月 30日 に行い,10α 当たリオーチャー

ドグラス (品種 S37)2協 とラジノクローバ (市販品種 )
05均を混播した。また,基肥量は10α当たりN:5り ,P205

:16り ,K20:5りとした。 2年目以降の施肥量は表 1に示

した。なお,16年目の秋には半分の圃場に堆肥を10α 当り

表 1 年間追肥量 (均 /10a)

5`散布し,更に
"年
目の 8月 末には ,裸地が多くなった

ためオーチャードグラス (キ タミドリ)を 10α 当たり3″

追播 した。刈取回数は年 5～ 6回とし,各刈取期には供試

面積 15″ を 4分割して全面刈りを行 った。

3 結果及び考察

各年次の乾物収量を図 1に示した。20年間の平均収量は

10`当 たり1,349切 (年次変動CV8 80%)で ,日標収量 1.450

″より約 7%ほ ど少なかったが,ほぼ目標に近いものとな

った。なお,平均生草収量は10α 当たり8,“ 3協 (CV14 48

%)で 乾物収量とほは同様な年次的推移を示 した。 1年目

の収量中にはラジノクローパが約 6%ほど含まれていたが ,

同クローバーは 2年目以降はぼ完全に消滅した。

国 1 乾物収量の年次推移 (り/10a)

この試験では 1番草の刈取をオーチャードグラスの出穂

期 (平均 5月 22日 )に行い ,以後30～ 40日間隔で年 5～ 6

回刈取っオぉ 刈取時の草丈は 1番草が最も高く,刈取回次

が進むにつれて低くなった。年間収量中に占める各刈取回

次別の収量割合は 1番刈りが最も高く(32～36%),盛夏期

の 4番刈りが最も低かった(127%)。 最終刈りは株が肥大

充実する10月 下旬～11月上旬 (平均10月 29日 )に実施した。

ちなみに,オ ーチャードグラスカヽ坤長を開始するころに当

たる 4月 1日 から最終刈りまでの平均日数は2124日 (CV
148%)であった。

前述 したように16年目の秋に堆肥を施用したが,その結

果 ,翌年の収量は無堆肥区に比べて 7%ほど多くなり,プ

ラスの効果が認められた。また,18年 目の秋に実施したオ

ーチャードグラスの追播により,基底被度が回復し,翌19

年目の乾物収量は前年に比べて約19%増加したち 追播後の

冬期は平年より気温が低く,積雪期間が長期 (■ 1日 )に

及んだ。また,19年目の夏期も高温の日が続くなど,必ず

しも追播 したオーチャードグラスの生育にとって好条件と

はいえなかったが,それにもかかわらず20%近い増収を得

たことは追播の効果として評価できよう。なお,追播は秋
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にやや低刈りした上で行うのが効果的である。

次に,ピンポン玉小球法1)によって調査した基底被度を

図 2に示した。最終刈り時の平均被度は233%で 14年目に

低下したはかはほぼ安定しており,このことが高位安定生

産の維持に大きく貢献したものと考えられる。

図 2 最終刈取期の基底被度の推移

積雪期間と1番草収量との関係を図 3に示した。禾1用 3

年目から17年目(追播前年)にかけては,両者の間に-0783

の負の相関があり,積雪期間が 1番草収量 ,ひいては年間

収量に大きく影響することがうかがわれた。なお,この相

関は利用 5年目から10年目が -0,4で最も高い値を示した。

以上のように ,養分収奪量と生育季節に合わせた施肥

(分施 ),適期刈り,夏季は少肥高刈り (12“ ),生育停

止期に最終刈り,晩秋追肥 (熔燐 ,石灰 )等の管理を行え

ば ,20年間平均乾物収量10α当たり1,349り に示 されるよ

うな高位生産を長期にわたって維持し得ること力判号らかと

なった。ただし,多肥栽培条件下では硝酸態窒素含量や

K/Ca+N4g当 量比が高まるおそれがあり, この点につい

ては多収・良質粗飼料生産の観点から,今後更に検討を加

える必要がある。

図 3 積雪期間と1番草収量
注_出穂期刈り,図中の数字は利用年次

4 ま

(1)オ ーチャードグラス草地の20年間の平均乾物収量は

適切な肥培管理を行うことにより,ほぼ目標収量 に近い

1,349切 (CV8 80%)に 達した。

●)利用 3年目から17年目の 1番草乾物収量と積雪期間
との間には高い負の相関 (-0783)があり,積雪の影響の

大きいことが示された。

0)こ の試験の結果から,オ ーチャードグラスの高位安
定生産を維持するには,牧草生育の季節に合わせた収奪量

と生育季節に合わせて施肥 (分施 )を行い,適期刈り,夏

期は少肥高刈り,生育停止期に最終刈り晩秋追肥 (熔燐

石灰 )等の管理を行うことが重要であると考えられる。
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